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■
行
財
政今

後
の
財
政
運
営
へ
の

中
長
期
的
な
影
響 

渡わ
た
な
べ辺　
敏と
し
ひ
こ彦

■■Ｑ　
市
街
地
再
開
発
事
業
と
集
客
施
設

整
備
事
業
に
よ
る
今
後
の
財
政
運
営

へ
の
影
響
は
。

■■Ａ　
福
島
駅
東
口
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る

福
島
駅
前
交
流
・
集
客
拠
点
施
設
整
備
事

業
は
、
本
市
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
例

の
な
い
大
規
模
事
業
で
あ
り
、
財
政
運
営

に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
。今
後
、国・

県
補
助
金
な
ど
の
財
源
確
保
や
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
市
債
や
基
金
の
積
極
的

な
活
用
に
よ
り
、
実
質
的
な
市
の
負
担
軽

減
を
図
り
、
中
長
期
的
に

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

努
め
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
に

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み 

小こ
ま
つ松　

良よ
し
ゆ
き行

■■Ｑ　
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
に
10
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
が
、
増
収
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
令
和
３
年
度
は
、
寄
付
金
の
使
い

道
や
実
績
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
ほ
か
、
寄
付
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
返
礼
品
の
開
発
、
古
関
裕
而
の
ま

ち
・
ふ
く
し
ま
チ
ェ
ン
バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
創
設
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
導

入
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
推
進
、
本
市
ゆ
か
り
の
首
都
圏
在
住

者
と
の
交
流
会
、
被
災
３
県
朝
ド
ラ
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
首

都
圏
で
の
情
報
発
信
を
通

じ
、
本
市
応
援
人
口
の
拡

大
を
図
る
。

■
く
ら
し
・
安
全

消
防
団
員
の
確
保
と処

遇
改
善

真さ
な
だ田　
広ひ
ろ
し志

■■Ｑ　
地
域
防
災
を
担
う
消
防
団
員
の
確

保
に
向
け
、
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど

直
ち
に
処
遇
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

■■Ａ　
本
市
の
費
用
弁
償
な
ど
の
額
は
、

交
付
税
単
価
と
の
開
き
が
あ
る
一
方
、

独
自
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ

う
し
た
事
情
や
総
務
大
臣
か
ら
の
要
請
を

踏
ま
え
、
災
害
対
応
や
訓
練
、
行
事
の
警

備
な
ど
多
様
な
消
防
団
の
活
動
実
態
に
見

合
っ
た
費
用
弁
償
な
ど
の

在
り
方
を
検
討
し
、
消
防

団
の
担
い
手
を
継
続
的
に

確
保
で
き
る
よ
う
処
遇
改

善
策
を
速
や
か
に
検
討
す

る
。 

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難  

二に
か
い
ど
う

階
堂　
利り

え枝

■■Ｑ　
災
害
時
の
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト

の
避
難
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

■■Ａ　
現
在
、
指
定
避
難
所
へ
の
同
行
避

難
を
可
能
と
し
て
お
り
、
一
部
の
避

難
所
で
は
ペ
ッ
ト
専
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
ペ
ッ
ト
と
飼
い
主
が
安
心
し
て
避
難

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、

指
定
避
難
所
内
の
ペ
ッ
ト
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充
に
努
め
、
民
間
団
体
な
ど
の
協
力

に
よ
る
適
正
な
運
営
が
可
能

と
な
る
よ
う
に
、
ペ
ッ
ト
同

伴
者
専
用
の
避
難
所
の
在
り

方
も
検
討
す
る
。

小
中
学
校
に
開
設
す
る

避
難
所
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

山や
ま
だ田　
裕ゆ
た
か

■■Ｑ　
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
小
中

学
校
の
体
育
館
が
過
酷
な
環
境
と
な

ら
な
い
た
め
に
も
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が

必
要
で
は
。

■■Ａ　
小
中
学
校
を
避
難
所
と
し
て
開
設

す
る
場
合
、
多
く
の
市
民
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
体
育
館
内
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
準
備
を
し
て
い
る
。
避
難
者
の
健
康
に

配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置

さ
れ
て
い
る
教
室
の
利
活

用
が
必
要
な
場
合
に
は
各

学
校
と
調
整
し
、
適
切
に

対
応
す
る
。

■
産
業
・
経
済

５
Ｇ
で
の
Ｖ
Ｒ
な
ど
を 

活
用
し
た
農
業
の
取
り
組
み 

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭

■■Ｑ　
農
業
に
お
け
る
、
Ｖ
Ｒ
な
ど
を
用

い
た
後
継
者
育
成
や
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
（
注
１
）
な
ど
、

５
Ｇ
（
注
２
）
を
活
用
し
た
施
策
は
。

■■Ａ　
自
動
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
遠
隔
制

御
に
よ
る
複
数
台
数
の
同
時
操
作
や

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
で
得
た
デ
ー
タ
な

ど
を
活
用
し
た
適
切
な
肥
料
散
布
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
病
害
虫
被
害
の
早
期
診
断
と

精
度
向
上
、
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
技
術
継
承
な
ど

に
５
Ｇ
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
技
術
の
実
用
化
は
、

今
後
の
農
業
の
持
続

的
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
、（
仮

称
）
福
島
市
ス
マ
ー

ト
農
業
検
討
会
に
お

い
て
検
討
す
る
。

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは？
　議員が、市民の皆さま
の生活にかかわる身近な
市政の課題に対して質問
を行います。
　その中から質問および
答弁の要旨を１件掲載し
ています。
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雇
用
を
守
る
施
策川か

わ
ま
た又　

康や
す
ひ
こ彦

■■Ｑ　
雇
用
を
守
る
施
策
が
経
済
対
策
と

し
て
重
要
で
あ
り
、
社
会
保
険
料
の

事
業
者
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度
が
必
要

で
は
。

■■Ａ　
社
会
保
険
料
は
、
地
域
の
医
療
費

の
状
況
や
社
会
保
障
の
給
付
水
準
な

ど
に
応
じ
決
定
さ
れ
る
。
市
が
助
成
を
行

う
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

国
や
健
康
保
険
組
合
な
ど

に
お
い
て
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
。

■
環
境
・
ご
み

果
樹
剪
定
枝
の
焼
却

鈴す
ず
き木　
正ま
さ
み実

■■Ｑ　
本
市
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
が
、
果
樹
剪

定
枝
の
焼
却
に
関
す
る
今
後
の
対
応
は
。

■■Ａ　
剪
定
枝
が
多
量
に
発
生
し
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
だ
け
で
は
な
く
、
焼
却
に
よ
ら
な
い
抜

本
的
な
果
樹
剪
定
枝
の
適
正
処
理
へ
の
転

換
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
チ
ッ
プ
化

に
よ
る
ほ
場
へ
の
還
元
、
防
霜
対
策
時
の

燃
焼
材
と
し
て
の
活
用
や
家
庭
用
薪
ス

ト
ー
ブ
へ
の
活
用
促
進
な
ど
、
焼
却
処
理

す
る
剪
定
枝
の
量
の
逓
減
に
努
め
る
。
農

業
生
産
者
へ
の
過
重
負
担
に
よ
る
就
農
意

欲
の
減
退
を
招
か
な
い
よ
う

に
農
業
振
興
と
環
境
保
全
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
取
り
組

み
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

■
福
祉
・
健
康

ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援 

丹た
ん
じ治　
誠ま
こ
と

■■Ｑ　
自
ら
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
ケ
ア
ラ
ー
（
注
３
）
に
対
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
で
の
支
援
を
す
べ
き
で

は
。■■Ａ　

令
和
３
年
度
は
、
地
域
住
民
が
抱

え
る
複
雑
で
複
合
的
な
課
題
の
解
決

に
向
け
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
を

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る
。
こ
の
中

で
、
必
要
な
支
援
が
届
い
て
い
な
い
方
へ

の
継
続
的
な
支
援
事
業
や
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
つ
く
る
地
域
参
加

支
援
事
業
に
取
り
組
み
、

寄
り
添
い
、
支
援
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
。

 

甲
状
腺
検
査
の
継
続 

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■■Ｑ　
甲
状
腺
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
、
学
校
検
査
の
継
続
を

県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

■■Ａ　
県
は
、
甲
状
腺
検
査
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
検
査
対
象
者
へ
の
聞
き
取

り
や
県
民
健
康
調
査
検
討
委
員
会
の
判
断

で
、
今
後
も
継
続
的
に
実
施
す
る
と
し
て

い
る
。
市
は
、
学

校
検
査
の
継
続
を

念
頭
に
、
検
査
会

場
の
確
保
や
広
報

活
動
な
ど
に
協
力

す
る
。

■
ま
ち
づ
く
り

も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

の
具
体
的
な
計
画  

小お
ぐ
ま熊　

省し
ょ
う
ぞ
う三

■■Ｑ　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
へ
の
移
行
後
も
、

も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
一
部

を
一
定
期
間
残
す
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
な
今
後
の
計
画
は
。

■■Ａ　
も
も
り
ん
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
は
、

利
用
者
が
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
使
い

方
に
慣
れ
る
ま
で
の
暫

定
措
置
と
し
て
東
口
貸

出
所
に
10
台
程
度
を
残

し
て
、
順
次
台
数
を
減

ら
し
て
い
く
。

（
仮
称
）道
の
駅
ふ
く
し
ま
と

  　
屋
内
こ
ど
も
遊
び
場
の

施
設
整
備

羽は
ね
だ田　
房ふ
さ
お男

■■Ｑ　
他
市
の
施
設
と
の
差
別
化
を
図
る

た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
目

指
す
の
か
。

■■Ａ　
お
お
ざ
そ
う
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
隣
接
し
交
通
の
利
便
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
利
用
者
が

見
込
ま
れ
る
。
建
屋
は
、
県
産
材
を
活
用

し
た
木
造
構
造
で
、
温
か
み
と
明
る
く
開

放
的
な
作
り
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

近
接
す
る
十
六
沼
公
園
の
各
種
子
ど
も
遊

び
場
と
合
わ
せ
、
天
候

や
気
温
に
応
じ
た
利
用

が
可
能
で
あ
り
、
子
ど

も
が
思
う
存
分
に
体
を

動
か
し
、
創
造
性
を
育

め
る
施
設
を
目
指
す
。

（注１）リモートセンシング：（注１）リモートセンシング：遠隔からセンサーを使って感遠隔からセンサーを使って感
知することやその手法・技法・技術のことであり、人工衛星知することやその手法・技法・技術のことであり、人工衛星
や航空機などから地球の表面付近を観測する技術を指すことや航空機などから地球の表面付近を観測する技術を指すこと
が多い。が多い。

（注２）５G：（注２）５G：第５世代移動通信システム（５th Generation）第５世代移動通信システム（５th Generation）
の略称で、これまでと比較し、次の特徴が挙げられる。の略称で、これまでと比較し、次の特徴が挙げられる。
　①高速で大きな容量の通信ができること　①高速で大きな容量の通信ができること
　②信頼性が高く低遅延の通信ができること　②信頼性が高く低遅延の通信ができること
　③多数の機器に同時に接続ができること　③多数の機器に同時に接続ができること

（注３）ケアラー：（注３）ケアラー：高齢、身体上、精神上の障がいまたは疾高齢、身体上、精神上の障がいまたは疾
病などにより援助を必要とする親族、友人その他の身近な人病などにより援助を必要とする親族、友人その他の身近な人
に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援に対して、無償で介護、看護、日常生活上の世話その他の援
助を行っている人のこと。助を行っている人のこと。


